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ま　え　が　き

　本研究の目的は、心理学の観点から、求職活動における自律性の重要性を明らかにし、こ

の自律性を促すための研修プログラムを開発することにある。

　ハローワークにおける求職者の求職活動を支援する担当者（以下「職員」と言う。）から、

「本人がやる気になってくれないと就職は難しい」という声はよく聞かれる。また、求職活

動に限らず、就職後の働き方やキャリア形成においても自律性は重視されている。しかし、

日本の産業労働の現場で、この自律性が重要であると声高に云われつつも、「自律性が、どのよ

うな心理的メカニズムから生まれるのか？」、そして、「どのような支援をすると、自律性を促

すことができるのか？」といった疑問に対し、これまで十分に検討されて来なかったと言えよう。

　本研究を進めるに当たり、欧米（主にアメリカ、オランダ、フィンランドの３カ国）で精

力的に行われている求職活動支援（job search interventions）の研究を参考とした。求職

活動支援とは、求職者が雇用を探したり、早期に雇用の機会を得ることを支援する目的で開

発された研修プログラムである（Liu, Wang, & Huang, 2014a）。
　そして、求職活動の自律性を促す研修プログラムを開発する手がかりとして、自律型求職

活動モデル（cyclical self-regulatory model of job search process quality：Van Hooft, 
Wanberg, & Van Hoye, 2013）に注目した。同モデルは処方箋モデルとされ、望ましい求

職活動の基準を示すものである。処方箋モデルの活用により、求職者は、自身の求職行動の

どこをどのように変えればよいのか、そして職員は求職者に対し、どのような支援をすれば

よいのかが理解できるようになることが想定されている。

　自律型求職活動モデルの考え方やノウハウの解説を、労働大学校の研修へと組み込み、研

修の参加者である職員を対象としたアンケート調査を実施して、このモデルのハローワーク

における実用可能性を検討した。また、研修の参加者が職業相談・紹介業務の経験の浅い職

員が中心であったことから、ベテランのキャリアコンサルタントにお願いし、労働大学校の

研修と同様な説明をして、自律型求職活動モデルの現場での実用可能性の評価を求めた。

　これらの結果から、ほとんどの職員が自律型求職活動モデルの現場での実用可能性を認め

た。しかし、ベテランのキャリアコンサルタントの評価と比較すると、職員が実際に自律型

求職活動モデルに基づく支援ができるようになるには、求職者の置かれている状況や相談の

流れに応じて、このモデルを活用したノウハウを適切に活用できるようになる研修が必要で

あることが示唆された。

　本報告書が、ハローワークにおける求職活動支援に関わる担当者等の参考となり、ハロー

ワークに期待を寄せる多くの求職者に対する支援の向上に役立つものとなれば幸いである。
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